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英語科学習指導案 
         日  時：平成 24 年 10 月 31 日 5 校時 
          指導学級：3 年 2 組（18 名） 
         指導場所：学習室 2A 
          指 導 者：教諭 小川奈月 
 
１ 単元名 Unit 5“Electronic Dictionaries – For or Against”(NEW HORIZON English Course 3) 
 
２ 単元の目標 
（１） コミュニケーションへの関心・意欲・態度 

① 現在分詞及び過去分詞による後置修飾，間接疑問文を用いた表現活動に意欲的に取り組む。 
② 電子メールと紙の手紙の良さについて，自分の考えを意欲的にまとめようとする。 

（２） 外国語表現の能力 
① 電子メールと紙の手紙の良さについて考え，自分なりの意見を英語で表現することができる。 

（３） 外国語理解の能力 
① 電子辞書や紙の辞書についての意見を読み，その内容を理解することができる。 
② 電子メールと紙の手紙の良さについての他者の発表を聞き，その内容を正しく聞きとること

ができる。 
（４） 言語や文化についての知識・理解 

① 現在分詞及び過去分詞による後置修飾の形・意味・用法を理解し，正しく運用することがで
きる。 

② 間接疑問文の形・意味・用法を理解し，正しく運用することができる。 
 
３ 指導に当たって 
（１） 単元観 

 電子辞書は，紙の辞書と比べて簡単に語を調べることができる。さらに，多様な辞書が搭
載されているにも関わらず軽くて持ち運びがしやすいことや，英単語の発音機能など便利な
機能も多いため，利用者が増えている。一方，紙の辞書では，一度に目に入ってくる情報量
が電子辞書と比べて多いため，調べている語の意味以外の情報にも目を通す可能性があり，
学習が多方面に広がることが期待される。英語学習の過程で辞書を引く機会が多い中学生に
とって，電子辞書と紙の辞書をめぐる議論は身近なテーマである。また辞書に限らず，「デジ
タルかアナログか」という議論は自分なりの考えを表現するのに適した題材といえる。 
 言語材料としては，現在分詞及び過去分詞による後置修飾と間接疑問文を学習する。後置
修飾は，日本語にはない形である。そのため，修飾構造を押さえた指導が重要となる。間接
疑問文では，疑問詞以下が名詞節となり，疑問文の語順とはならないことに留意して指導す
る必要がある。後置修飾は難しいと感じる生徒は多いと考えられるが，それを用いることで，
自分の考えをより具体的に表現することの魅力を感じさせる指導をしたい。 

 
（２） 生徒観 
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（３） 指導観 
 英語へ苦手意識を持っている生徒が約半数いることから，丁寧な指導と繰り返しの文型練
習を行うことが必要だと考えられる。特に，新出文法として学習する後置修飾・間接疑問文
はどちらも語順に難しさを感じる生徒が多いことが予想される。導入としてクイズを行う中
で何度も英文を聞かせたり，繰り返し問題演習を行わせたりすることで，多くの例文を提示
し，語順習得の一助となるよう工夫したい。 
 学びの実感が得られる授業とするため，今回は「英語を書く」ことを中心とした授業づく
りを行う。テーマとしては，教科書で電子辞書と紙の辞書の利用についての意見交換を題材
としていることから，より生徒にとって身近な＜電子メールと紙の手紙＞についての意見を
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書かせる。事前のアンケートから，生徒は電子メールの利用が多く，手紙はほとんど使わな
いことがわかるが，それぞれの良い点と悪い点については意見を持っており，自分の意見を
表現したいと思わせることができるテーマだと考える。英語で自分の意見を書く際に必要だ
と思われる語彙の定着には差が見られるため，事前に復習するとともに，板書等でヒントを
与える必要があるだろう。これまで，英作文ノートを用いて英語表現の積み上げを図ってき
たが，本単元では自分の立場を明確にし，説得力のある文章を書く練習をさせたい。また，
他者の発表を聞くことで，様々な考えや表現を自分の中に取り入れさせ，表現力を高めたい。 
 生徒の英語の力にはばらつきがあるが，グループや全体など，様々な形態で考えを伝え合
い，共有させる場面を多くすることで，自分にはなかった考えを取り入れさせ，全体的な学
力向上を図りたい。 

 
（４） 研究主題との関連 

学びを実感する生徒の育成 
～一人一人が主体的に考えることができる授業づくりを通して～ 

 英語科では，自分の考えを相手に伝える表現活動を通して，生徒に学びを実感させること
ができると考えた。表現活動に取り組むためには，基礎基本をしっかりと身につけることが
大切である。したがって教科テーマは「基礎基本の定着に基づく表現力の育成を通して，学
びを実感させる指導法の工夫」とした。 
 本校生徒の課題として，既習語句の定着が図られていないことがあげられる。英語の基礎
の１つである語彙を定着させるため，３年生では入学当初より「単語ノート」を用いて家庭
での単語練習に力を入れてきた。加えて今年度は単語テストを実施し，語彙定着を図ってい
る。また，英語が苦手な生徒は，文字と音が一体化されていないため，語彙習得が困難な場
合が多い。そこで，授業の中でデジタル教科書を活用し，読んでいる単語や文を意識させる
よう努めている。 
 表現力を育成するため，今年度は「英作文ノート」を活用している。多様なテーマで英作
文を行い，それを１冊のノートに蓄積することで，様々な英語表現の定着を図ることができ
ると考える。また，自分が書いた英作文を比較することで，それまでに自分が積み上げてき
た「学び」を実感させたい。 
 本単元でも，学びの３段階を取り入れた指導を行う。具体的な手立てとして，「自分で考え
る」段階では，英語で表現したいことをノートにまとめさせる。そのまま英語に直すのが難
しい表現等は，まず簡単な日本語に直し，既習の語彙や文法を用いて表現するよう励ました
い。「考えを伝え合う」段階では，３～４人の小グループで自分の考えを発表させる。その際，
表現そのものにとどまらず，その生徒が考えた内容についても焦点を当て，英語で相手の考
えに気付くという体験をさせたい。その気付きをもとに，再度自分の考えをまとめる活動を
通して「考えを深める」ことができ，自分の考えを表現することができたという課題解決の
実感を得させられると考える。このように，学びの３段階を取り入れて英作文をさせること
で，生徒の表現力を高めていきたい。 
 

４ 指導計画（１０時間扱い 本時９／１０） 
時 学習目標 学習活動 評価規準 

１ ○ 過去分詞による後置修飾の形・意

味・用法を理解する。 

○ 過去分詞を用いたクイズを行う。 

○ 過去分詞による後置修飾の形・意

味・用法についての説明を聞き，

理解する。 

○ ワークシートによる問題演習を

行う。 

○ 過去分詞を用いたクイズ活動に積

極的に取り組んだか。【関心・意

欲・態度】 

○ 過去分詞による後置修飾の形・意

味・用法を理解できたか。【知識・

理解】 

２ ○ 現在分詞による後置修飾の形・意

味・用法を理解する。 

○ 現在分詞を用いたクイズを行う。 

○ 現在分詞による後置修飾の形・意

味・用法についての説明を聞き，

理解する。 

○ ワークシートによる問題演習を

行う。 

○ 現在分詞を用いたクイズ活動に積

極的に取り組んだか。【関心・意

欲・態度】 

○ 現在分詞による後置修飾の形・意

味・用法を理解できたか。【知識・

理解】 

３ ○ 教科書本文を音読し，その内容を

理解する。 

○ 現在分詞及び過去分詞による後置

修飾を用いた表現活動に取り組

む。 

○ 教科書 54 ページを音読し，その

内容を理解する。 

○ 現在分詞及び過去分詞による後

置修飾を用いた問題を作り，お互

いにクイズを出し合う。 

○ 教科書本文の内容を読み取ること

ができたか。【理解】 

○ 現在分詞及び過去分詞による後置

修飾を用いて，正しく表現するこ

とができたか。【表現】 
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時 学習目標 学習活動 評価規準 

４ ○ 間接疑問文の形・意味・用法を理

解する。 

○ 間接疑問文を用いたクイズを行

う。 

○ 間接疑問文の形・意味・用法につ

いての説明を聞き，理解する。 

○ ワークシートによる問題演習を

行う。 

○ 間接疑問文の形・意味・用法を理

解できたか。【知識・理解】 

５ ○ 教科書本文を音読し，その内容を

理解する。 

○ 間接疑問文を用いた表現活動に取

り組む。 

○ 教科書 55 ページを音読し，その

内容を理解する。 

○ 間接疑問文を用いて，身近な人や

物について説明する文を書く。 

○ 教科書本文の内容を読み取ること

ができたか。【理解】 

○ 間接疑問文を用いて，正しく表現

することができたか。【表現】 

６ ○ 教科書本文を音読し，その内容を

理解する。 

○ 電子辞書を使うことに賛成する人

の意見を読み，同意できる意見を

見つける。 

○ 教科書 56 ページを音読し，その

内容を理解する。 

○ 電子辞書を使うことについて，同

意できる意見を見つける。 

○ 教科書本文の内容を読み取ること

ができたか。【理解】 

７ ○ 教科書本文を音読し，その内容を

理解する。 

○ 電子辞書ではなく，紙の辞書を使

うべきだと考える人の意見を読

み，同意できる意見を見つける。 

○ 教科書 57 ページを音読し，その

内容を理解する。 

○ 電子辞書を使うことについて，同

意できる意見を見つける。 

○ 教科書本文の内容を読み取ること

ができたか。【理解】 

８ ○ 電子メールと紙の手紙の良さにつ

いて，自分の立場を明確にし，考

えを英語でまとめる。 

○ 電子メールと紙の手紙の良さに

ついて，自分の立場を明確にし，

考えたことを，英語に直させる。

（語数制限なし） 

○ 電子メールと紙の手紙の良さにつ

いて，意欲的に自分の考えをまと

めようとしたか。【関心・意欲・態

度】 

○ 自分の考えを英語でまとめられた

か。【表現】 

９ 

本時 

○ 電子メールと紙の手紙の良さにつ

いての他者の発表を聞き，自分な

りの意見を英語で発表する。 

○ 電子メールと紙の手紙の良さにつ

いての様々な意見を知り，自分な

りの意見を３０語以上の英語でま

とめる。 

○ 前時に書いた英作文の添削され

たものを見て，書きなおす。 

○ 自分の考えを前に出て発表する。

聞く側は，良いと感じた表現や考

えをメモしながら聞く。 

○ 他者の発表を聞いたうえで，再度

自分の意見をまとめる。 

○ 電子メールと紙の手紙の良さにつ

いての他者の発表を聞き，自分な

りの意見を英語で発表しようとし

ているか。【関心・意欲・態度】 

○ 電子メールと紙の手紙の良さにつ

いての様々な意見を知り，自分な

りの意見を３０語以上の英語でま

とめることができたか。【表現】 

１０ ○ 動詞を適切な形に変えたり，語を

並べかえたりして，文を完成する。 

○ 教科書 58 ページの課題に取り組

む。 

○ 動詞を適切な形に変えたり，語を

並べ替えたりして，文を完成させ

られたか。【知識・理解】 

 
５ 本時の指導計画 
（１） ねらい 

①   電子メールと紙の手紙の良さについての他者の発表を聞き，自分なりの意見を英語で発表
  する。【関心・意欲・態度】 

②   電子メールと紙の手紙の良さについての様々な意見を知り，自分なりの意見を３０語以上
  の英語でまとめる。【表現】 
 

（２） 指導に当たっての工夫 
①  学びの３段階を取り入れた授業 

 本時の指導では，「自分で考える」「考えを伝え合う」「考えを深める」という学びの３段階
を取り入れる。自分の意見をノートにまとめるという「自分で考える」段階では，じっくり
と時間を取ることで考えを整理させたい。そのため前時において，まずは電子メールと紙の
手紙のそれぞれの良いところを日本語でまとめさせる。そして，その中で表現したいと思う
内容を英語に直させる。ノートは一度回収し，ＡＬＴに添削してもらったものを本時の始め
に配布する。そうすることで，生徒は間違いを気にせずに発表することができると考える。 
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②  英作文ノートの活用 
 １学期から「英作文ノート」を利用することにより，様々な英語表現の定着を図ってきた。
本時においても英作文ノートを活用し，これまでに積み上げた英語表現を使って自分の意見
をまとめさせたい。また，英作文ノートは前時に回収しＡＬＴが添削するが，その中で多く
の生徒に共通する間違いや，多くの生徒に使ってほしい表現等をワークシートにまとめて配
布することで，参考にさせたい。 

 
③  学習形態の工夫 

 小グループで自分の考えを発表し，様々な考えや表現を共有する学び合いの場面を設定す
る。グループ分けは意図的に行い，英作文が得意な生徒とそうではない生徒が，互いに教え
合うことができるよう工夫する。発表を通して，他者の考えを意欲的に聞こうとする態度も
養いたい。また，グループでの発表の後は，全体で良い考えや表現を共有することで，クラ
ス全体での表現力向上を図る。 

 
④ ＩＣＴの活用 

 導入の段階において，賛成意見や反対意見の述べ方を確認する為に教科書 56～57 ページ
の内容を復習する。その際，デジタル教科書を用いて英文を大きく映すことで，学習課題を
明確にするとともに，生徒の集中力を高めたい。また，良く書かれている英作文を紹介する
際には，実物投影機を用いて生徒の英作文を紹介する。実際に生徒が書いた文字が黒板に映
されることで，生徒の自信にもつながるだけではなく，板書の時間も短縮できると考える。 

 
（３） 指導過程 

段
階 

主な学習活動 
○指導上の留意点 

・予想される生徒の反応 
評価規準・ 
評価の方法 

 
導
入 
 
10 
分 

1 あいさつをする 
 
 
 
 

2 英語での意見の言い方につ
いて復習する。 

 
 
3 前時に書いた意見の添削を

見て，書きなおす。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
○デジタル教科書を用いて，簡潔に復習を行 
 う。 
・意見の言い方について復習する。 
○机間指導を行い，つまずいている生徒への 
 支援を行う。 
 

 

 
展
開 
 
37 
分 

4 自分の意見を発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 クラス全体で，覚えたい表現

や，みんなに知ってほしい考
え方を共有する。 

 
 

○意図的に３～４人のグループに分け，その 
 中で発表させる。 
・英語が苦手な生徒にも自信を持って発表さ 
 せるため，練習１回，本番１回の合計２回 
 読ませる。 
・１回の発表にかける時間を３０秒以内とす 
 る。 
・自分にはなかった考えや表現を英語でワー 
 クシートにメモしながら聞く。 
○事前に選んでおいた表現や考えをまとめ 
 たワークシートを配る。 
○覚えたい表現や，みんなに知ってほしい考 
 えを板書する。 
○注意すべき間違いについて解説する。 

評価① 
（観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電子メールと紙の手紙の良さについて，自分の意見を３０語以上の英語でま

とめよう。 

 

【課題の把握】 

（１） 電子メールと紙の手紙の良さについて，自分の立場を明

確にする。 

（２） 自分の意見を英語でまとめる。 
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6 他者の発表を聞いてわかっ

たことをもとに，再度自分の
意見を３０語程度の英語で
まとめ直す。 
 
 
 

7 良くまとめることができて
いるものを紹介する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○先ほどの発表でわかった表現等を参考に 
 するよう助言する。 
○机間指導を行い，つまずいている生徒への 
 支援を行う。 
・他者の考えを参考にしながら，３０語以上 
 の英語にまとめる。 
 
○実物投影機を用いて紹介する。 
○机間指導を行い，意図的に指名する。 
○成長が見られている部分について評価し， 
 自信をもたせる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価② 
（英作文 
ノート） 

ま
と
め 
 
３ 
分 

8 ふり返りを行う 
 

9 あいさつをする 

・ 自己評価を記入する。  

 
（４） 評価の観点 

①  電子メールと紙の手紙の良さについての他者の発表を聞き，自分なりの意見を英語で発表で
きたか。【関心・意欲・態度】 

②  電子メールと紙の手紙の良さについての様々な意見を知り，自分なりの意見を３０語以上の
英語でまとめることができたか。【表現】 
 

（５） 準備物 
 マグネットスクリーン，プロジェクター，デジタル教科書，ワークシート，辞書 

 
（６） 板書計画 

 
 
 
 
GOOD EXPRESSIONS 
 
GOOD IDEAS 
 
POINTS TO NOTICE 
 

 
 

（スクリーン） 電子メールと紙の手紙の良さについて，自分の

意見を３０語以上の英語でまとめよう。 

 

【課題の追究】 

（１） 自分の意見を３～４人グループで発表する。 

（２） 他者の発表を聞いて，これから覚えたい表現や，自分に

はなかった考えをメモする。 

（３） 良い考えや表現，間違いやすい表現などを全体で共有す

る。 

【課題解決の実感】 

（１） 様々な考えや英語表現を知り，それを用いて再度自分の

意見をまとめることで学びを実感させる。 

（２） 発表前の英作文との比較を行うことで，課題解決の実感

をもたせる。 


